
8

第３回臨時会
起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

災害廃棄物
処理業務委
託等に関す
る調査特別
委員会の設
置について
の修正案

議会案第２
号災害廃棄
物処理業務
委託等に関
する調査特
別委員会の
設置につい
て

氏  名

議
席
番
号

×○阿部　久一1

×○遠藤　宏昭2

×○阿部　純孝3

×○黒須　光男4

×○�橋　左文6

×○山口荘一郎7

×○大森　秀一8

×○阿部　和芳9

○×水澤冨士江10

×○阿部欽一郎11

×○安倍　太郎12

×○丹野　　清13

×○千田　直人14

×○櫻田　誠子15

×○渡辺　拓朗16

×○千葉　眞良17

×○阿部　正敏18

×○青山　久栄19

×○�橋　栄一20

○×西條　正昭21

○×庄司　慈明22

×○石森　市雄23

×○松川　惠一24

×○森山　行輝25

×○長倉　利一26

×○伊藤　啓二27

×○堀川　禎則28

－－阿部　政昭30

○×後藤　兼位31

○×�橋　誠志32

○×阿部　仁州33

624賛　　　成

246反　　　対

※○：賛成、×：反対
※阿部政昭議員は議長であるため採決には
加わりません。

専決処分の報告並びにその承認を求めることについて
（石巻市市税条例の一部を改正する条例）
（石巻市都市計画税条例の一部を改正する条例）
（石巻市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
（平成23年度一般会計補正予算）
（平成23年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計補正予算）
（平成23年度石巻市下水道事業特別会計補正予算）
（平成23年度石巻市農業集落排水事業特別会計補正予算）
（平成23年度石巻市浄化槽整備事業特別会計補正予算）
（平成23年度石巻市国民健康保険事業特別会計補正予算）
（平成24年度石巻市一般会計補正予算）

災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会の設置について

（平成24年５月31日開催）

第３回臨時会に提出された議案と審議結果

議会提出議会提出 （原案可決）

そ の 他そ の 他 （承認）

　

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
意
見
書
が
総
務
企
画
委
員
会
で
審
査
お
よ
び
本
会
議
採
決
で
採
択
さ
れ
、
関
係

機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

基
地
施
設
周
辺
の
市
町
村
は
、
基
地
所
在
に
伴
う
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
基
地
関
係
市
町
村
は
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に
よ
る
地
域
経
済
の
著
し
い
疲
弊
や
、
基
地
所
在
に
伴
う
特
殊

な
財
政
需
要
の
増
大
等
に
よ
り
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
地
関
係
市
町
村
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
総
務
省
所
管
の
固
定
資
産
税
の
代
替
的
性
格
を
基
本
と
し
た
基
地
交

付
金
（
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交
付
金
）
及
び
米
軍
資
産
や
住
民
税
の
非
課
税
措
置
等
の
税
財
政
上
の
影
響
を
考

慮
し
た
調
整
交
付
金
（
施
設
等
所
在
市
町
村
調
整
交
付
金
）
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
基
地
所
在
に
よ
る
特
別
の
財
政
需
要
等
に
か
ん
が
み
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替

え
の
翌
年
度
に
お
い
て
、
平
成
元
年
度
よ
り
３
年
ご
と
に
増
額
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
等
の
行
為
又
は
防
衛
施
設
の
設
置
・
運
用
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止
・
軽
減
の
た
め
、
国
の
責
任
に
お
い

て
防
衛
省
所
管
の
基
地
周
辺
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
基
地
関
係
市
町
村
の
実
情
に
配
慮
し
て
左
記
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

１　

基
地
交
付
金
及
び
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

３
年
ご
と
に
増
額
さ
れ
て
い
る
経
緯
を
十
分
に
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す
る
と
と
も
に
、
基
地
交
付
金

２５

の
対
象
資
産
を
拡
大
す
る
こ
と
。

２　

基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
補
助
対
象
施
設
及
び
範
囲
の
拡
大
等
の
適
用
基
準
の

更
な
る
緩
和
を
図
る
こ
と
。

基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め
る
意
見
書

意　

見　

書



9

災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会
（（110000条条委委員員会会））をを設設置置、、徹徹底底解解明明へへ

※100条委員会とは・・
　100条委員会とは、地方自治法第100条に規定されている調査権

について、議会から委任された委員会の総称であります。

　国会には広範囲な調査をする権限として、国政調査権が与えられ

ており、それと同様の趣旨で、地方議会にも地方公共団体の事務に

関する調査を行う調査権が認められています。

　議会から調査権を委任されることにより、同条第１項の規定に基づ

き、関係人の出頭、証言及び記録の提出を請求できるほか、同条第

10項の規定に基づき団体等に対し照会をし又は記録を請求できます。

　調査権には大変強い権限があり、正当な理由がなく出頭、証言、

記録の提出を拒否した場合や虚偽の陳述を行った場合には、罰則が

あります。

　ただし、この調査権は事実解明の手段であり、警察のような捜査

権ではありません。あくまでも事務事業の問題点を真相究明するこ

とで今後の改善を図るものです。

　平成24年５月31日の市議会第３回臨時会において、市内建設会社が市から委託された東日本大震災

で発生した災害廃棄物処理業務等において不適切な会計処理があったとして、地方自治法第100条で規

定されている議会が調査権を行使できる調査特別委員会（100条委員会）の設置が議員提案され、賛成

多数で可決しました。

　調査特別委員会では、災害廃棄物処理業務のほか、同社代表取締役が代表理事を努めていた「一般社

団法人石巻災害復興支援協議会」に市が委託した入浴支援業務委託やボランティア調整管理業務委託な

ど他の業務についても精査することとしており、現在、実態と原因究明へ向け調査を進めています。

　第７回　平成24年７月３日　

　①７月５日の証人尋問の進め方について

②証人尋問における共通尋問事項について

　第８回　平成24年７月５日　

　①証人尋問（市職員５名）

　第９回　平成24年７月12日　

　①証人尋問（市職員１名）

②参考人意見聴取（社会福祉法人石巻社会福祉協

議会事務局長）

　第１０回　平成24年７月30日　

　①証人尋問（石巻市長）

【災害廃棄物処理業務委託等に関する調査特別委員会の開催状況】

　第１回　平成24年５月31日　

　①正副委員長の互選

　第２回　平成24年６月５日　

　①今後の委員会運営について

　第３回　平成24年６月11日　

　①委員会の進め方について

　第４回　平成24年６月15日　

　①記録の提出について

②参考人・証人の選考について

③共通尋問事項について

④質問方法について

⑤参考人招致・証人喚問の日程について

　第５回　平成24年６月19日　

　①証人尋問における共通尋問事項について

②証人尋問の進め方について

　第６回　平成24年６月28日　

　①証人尋問

（建設会社代表取締役、一般社団法人石巻災害

復興支援協議会理事２名）

委　員　会　名　簿

松　川　惠　一委 員 長

丹　野　　　清副委員長

阿　部　純　孝委 員

黒　須　光　男委 員

水　澤　冨士江委 員

渡　辺　拓　朗委 員

青　山　久　栄委 員

森　山　行　輝委 員

堀　川　禎　則委 員

後　藤　兼　位委 員

　　▲災害廃棄物処理業務委託等に関する
調査特別委員会の様子　　
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【議員定数等調査検討特別委員会の審査経過】
　議員定数等調査検討特別委員会は、平成22年石巻市議会第３回定例会において、地方分権の進展に伴

い地方議会の機能強化と充実が求められている中、社会経済情勢と地域の実情に応じた適正な石巻市議

会議員の定数等を定めることを目的として設置されました。

　設置された平成22年９月22日から、合計11回の委員会を開催し、積極的に調査研究を実施してきま

した。

　議員定数等の調査に当たっては、県内各市・類似団体の議員定数や議員報酬等の状況、全国市議会議

長会の議員定数に関する調査などの資料のほか、行政改革プランの説明会における市民の意見などを参

考とし、全議員の意見を聞きながら石巻市の実情に応じた議員数について検討を重ねました。その結果、

「本市の議員定数は、30人とすべきである」との結論に至りました。

　平成24年６月22日、平成24年第２回定例会に委員会提出議案として石巻市議会議員定数条例が提出

され、賛成多数で可決されました。

　この議員定数は、現在の議員の任期満了に伴う平成２６年５月に行われる市議会議員選挙より適用され

ることとなります。

石巻市議会議員定数条例が制定されました

議員定数4人削減　定数34人　30人

東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災復復復復復復復復復復復興興興興興興興興興興興促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会ののののののののののの活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動
　平成24年５月21日開催（理事会）　

　平成24年５月31日開催（全体会）　

　①５月14日の特別委員会全体会議題③における

再調査・再精査事項等について

　東日本大震災復興促進特別委員会でこれまで話し

合われてきた災害廃棄物処理業務委託等に関する案

件は、5月31日に設置された災害廃棄物処理業務委

託等に関する調査特別委員会で調査することになり

ました。

【東日本大震災復興促進特別委員会開催状況】

　平成24年４月27日開催（理事会）　

　①４月１７日の特別委員会議題に係る今後の対応及

び全体会での懸案事項について

②特別委員会対応となった全協申し入れ事項の扱

いについて

③仮設住宅における現状について

　平成24年５月14日開催（全体会）　

　①特別委員会対応事項について

・石巻市立学校施設災害復旧整備計画について

・被災者の住まい再建検討のための参考値につ

いて

・石巻市立病院復興基本計画について

②仮設住宅における現状について

③４月17日の特別委員会全体会における懸案事

項について ▲東日本大震災復興促進特別委員会の様子

議員定数等調査検討特別委員会
の様子
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議員16人が登壇 

市政を問う ！ 

一 般 質 問 一 般 質 問 　第２回定例会の一般質問は、６月18日、
１９日、２１日、及び２２日の４日間行われました。
　今回は１６人の議員が登壇し、市政全般に
わたり市当局の見解をただしました。
　その中から、いくつかの質問と答弁の要
旨を紹介します。
　なお、このコーナーは登壇した議員が
各々市当局の答弁にもとづき、記事の編集
を行っています。

一般質問

一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

①黒須　光男

　１　近づく亀山市政の瓦解と市長の責任問題

②水澤冨士江

　１　住まいの再建について

　２　日和山への避難路の整備について

③遠藤　宏昭

１　日常生活の復旧・復興は、はたして実感できて

いるのか

④森山　行輝

　１　がけ地近接等危険住宅移転事業について

　２　学校防災検証事業費について

⑤松川　惠一

１　市長の政治姿勢について

２　産業振興について

３　全国瞬時警報システム（Jアラート）について

４　湊地区の諸課題について

⑥千葉　眞良

１　住宅再建支援策について

２　廃止する公共施設の利活用について

３　湊中・湊小の再開について

４　湊二小の廃校について

５　７．８「とにかく　にげっぺ！」避難訓練について

６　人事課題について

⑦安倍　太郎

　１　震災復興計画について

　２　市立小中学校復興整備計画について

⑧山口荘一郎

　１　防災訓練について

　２　震災アーカイブについて

⑨�橋　栄一

　１　石巻市震災復興基本計画について

　２　大川地区の復興方針について

⑩堀川　禎則

　１　震災を後世に伝える事について

　２　避難路としての県道整備について

⑪渡辺　拓朗

　１　防災集団移転事業及び都市計画について

⑫櫻田　誠子

　１　安全対策について

　２　被災者支援について

⑬庄司　慈明

１　二重ローン問題　

　　－産業と雇用の前進を願いながら－

２　居住地再建

　　－その支援策と展望－

３　瓦礫処理問題

　　－その具体的対応－

４　湊第二小学校の利活用

　　－地域住民の目線から考える－

⑭後藤　兼位

　１　迅速な復興へ向けての行財政運営について

⑮阿部　正敏

１　山下地区における雨水対策について

２　グループ補助事業の遂行状況について

３　放射能による風評被害対策について

４　魚市場背後地（加工団地）整備について

５　鎮守の森の神社再生について

⑯阿部　久一

１　石巻復興協働プロジェクトについて

２　東日本大震災復旧復興にむけて

３　疑惑のガレキ処理業務委託事件について



12

黒
須　

光
男　
議
員

水
澤
冨
士
江 　
議
員

遠
藤　

宏
昭　
議
員

一般質問

問　

好
評
だ
っ
た
韓
国
ド
ラ
マ
「
ト
ン
イ
」
は
、
賤
民
の
生

ま
れ
の
ト
ン
イ
が　

代
国
王
ス
ク
チ
ョ
ン
と
の
間
に
世
継

１９

ぎ
を
も
う
け
、
立
派
な
王
と
す
る
た
め
に
「
民
の
父
と
な

れ
」
と
育
成
す
る
。
う
ら
ぎ
り
、
陰
謀
、
側
近
登
用
等
、

次
ぎ
か
ら
次
ぎ
へ
と
ド
ラ
マ
が
展
開
す
る
様
か
ら
、
今
の

亀
山
市
政
の
弱
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　

今
、
問
題
化
し
て
い
る
、
市
内
建
設
会
社
に
よ
る
が
れ

き
処
理
業
務
委
託
で
不
正
な
会
計
処
理
が
行
わ
れ
、
３
億

円
以
上
の
公
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、
市
長
は
「
民
の

市
長
」
と
な
っ
て
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
告
発
し
、
問

題
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

こ
れ
ま
で
も
、
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
等
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
議
会
に
対
し
て
も
説
明
し
て
き
た

と
お
り
で
あ
る
。

　
　

市
や
行
政
が
疑
惑
を
持
た
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

灰
色
か
黒
色
か
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
難
し

い
問
題
で
あ
る
。
庁
内
に
お
い
て
も
真
剣
に
討
議
し
た
結

果
、
現
時
点
で
の
状
況
判
断
で
は
、
告
発
す
る
と
い
う
こ

と
の
立
証
は
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
判
断
に
な
っ
た
。

・
近
づ
く
亀
山
市
政
の
瓦
解
と
市
長
の
責
任

問
題

問　

新
市
街
地
事
業
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
、
市

民
の
目
に
見
え
る
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る
の

か
。

答　

新
蛇
田
地
区
は
、
三
陸
道
北
側
の
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
に

４７

つ
い
て
、
７
月
末
の
事
業
認
可
を
目
指
し
、
早
け
れ
ば
本

年
秋
に
は
造
成
工
事
の
一
部
に
着
手
し
た
い
。

問　

生
活
道
路
で
あ
る
市
道
整
備
に
つ
い
て
、
白
と
赤
の
ス

プ
レ
ー
で
マ
ー
ク
し
て
か
ら
数
ヶ
月
経
過
し
て
い
る
が
。

答　

地
下
埋
設
物
が
被
災
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
復
旧
が
完

了
次
第
、
河
川
や
海
岸
沿
い
の
市
道
は
堤
防
等
の
復
旧
や

改
良
事
業
の
進
ち
ょ
く
を
見
な
が
ら
整
備
し
た
い
。

問　

こ
の
ま
ま
で
は
石
巻
市
は
倒
産
す
る
の
で
は
？
と
い
う

市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

答　

市
税
収
入
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
自
主
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
か
ら
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
等
、

国
の
全
面
的
な
財
政
支
援
を
要
望
し
事
業
の
実
現
を
図
る
。

・
日
常
生
活
の
復
興
は
実
感
で
き
て
い
る
か

①
移
転
先
の
選
択
肢
の
拡
大
を
。

②
移
転
先
の
買
い
上
げ
時
期
は
。

③
対
象
外
の
方
が
移
転
す
る
場
合
は
、
支
援
金
の
嵩
上
げ
等
、

自
治
体
独
自
の
支
援
策
を
。
ま
た
、
最
大
の
被
災
地
石
巻

か
ら
、
現
行
の
国
の
制
度
の
改
善
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

①
雄
勝
地
区
か
ら
河
北
地
区
へ
の
移
転
も
可
能
。

②
早
け
れ
ば
今
年
度
後
半
か
ら
対
応
。

③
独
自
で
は
厳
し
い
。
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

①
向
陽
町
５
丁
目
の
市
有
地
に
集
合
住
宅
を
。

②
仮
設
が
建
っ
て
い
る
所
へ
公
営
住
宅
の
建
設
を
求
め
る
声

に
応
え
る
べ
き
で
は
。

答　

①
検
討
す
る
。

　
　

②
検
討
す
る
。

答　

全
体
的
な
拡
幅
整
備
は
、
手
法
等
検
討
す
る
。

防
災
集
団
移
転
の
促
進
に
つ
い
て

対
象
外
の
方
へ
独
自
の
支
援
策
を

問

独
自
は
厳
し
い
、
国
に
強
く
働
き
か
け
る

答

復
興
公
営
住
宅
の
早
期
建
設
を

問

日
和
山
へ
の
避
難
路
の
整
備
を

問

※
賤
民（
せ
ん
み
ん
）と
は
…
身
分
の
下
の
者
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問　

本
制
度
の
概
要
と
既
に
移
転
し
て
い
る
対
象
者
に
つ
い

て
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
る
の
か
。

答　

が
け
崩
れ
等
自
然
災
害
の
恐
れ
の
高
い
土
地
か
ら
住
宅

の
移
転
を
行
う
方
に
対
し
て
の
支
援
制
度
で
あ
り
、「
災

害
危
険
区
域
」
の
指
定
が
前
提
と
な
る
。
国
に
対
し
、
遡

及
適
用
を
要
望
し
て
い
る
。

問　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

３
・　

の
震
災
当
日
の
状
況
を
専
門
的
な
立
場
か
ら
客

１１

観
的
に
整
理
し
て
、
今
後
の
学
校
防
災
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。
事
業
費
を
２
千
万
円
見
込
み
第
三
者
機
関
に
委
託

し
、
そ
の
組
織
内
に
事
務
局
を
設
け
て
、
人
選
を
含
め
調

査
委
員
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
作
業

を
進
め
た
い
。

　
　

委
託
先
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
等
で
、
委
員
は
、

弁
護
士
、
学
識
経
験
者
、
精
神
科
医
な
ど
６
名
程
度
の
委

員
、
御
遺
族
等
広
く
協
力
を
い
た
だ
き
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

森
山　

行
輝　
議
員

千
葉　

眞
良　
議
員

・
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
に
つ

い
て

・
学
校
防
災
検
証
事
業
費
つ
い
て

松
川　

惠
一　
議
員

一般質問

問　

市
民
に
提
供
す
る
情
報
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知
す
る
の
か
。

答　

提
供
す
る
情
報
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
や
大
規

模
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
な
ど
武
力
攻
撃
に
関
す
る
国
民
保
護
法

に
関
係
す
る
情
報
と
大
津
波
警
報
や
津
波
注
意
報
な
ど
の

情
報
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

市
民
へ
の
周
知
方
法
は
国
か
ら
発
せ
ら
れ
た
危
機
情
報

を
人
工
衛
生
を
介
し
て
本
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
無
線
を

自
動
的
に
起
動
し
て
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
自
動
的
に
放

送
さ
れ
る
。

問　

内
海
橋
と
歩
道
橋
の
整
備
は
い
つ
頃
か
。

答　

実
際
の
工
事
は
平
成　

年
度
に
な
る
。

２５

問　

国
道
３
９
８
号
線
の
道
路
拡
張
の
内
容
は
。

答　

湊
地
区
の
３
９
８
号
線
は
、
幅
員　

ｍ
の
２
車
線
で
決

２０

定
。
設
計
が
固
ま
り
次
第
住
民
へ
説
明
す
る
。

問　

湊
交
番
の
新
設
設
置
に
つ
い
て

答　

石
巻
警
察
署
で
は
現
時
点
で
設
置
は
未
定
と
の
こ
と
。

・
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に

つ
い
て

・
湊
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　

全
壊
、
大
規
模
半
壊
等
し
た
住
居
ゾ
ー
ン
の
被
災
者
へ

の
独
自
支
援
策
に
つ
い
て
、
検
討
状
況
及
び
国
県
か
ら
の

財
政
支
援
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
行
制
度
で
は
、
住
宅
の
建
設
規
制
が
な
い
地
区
の
住

宅
再
建
に
つ
い
て
は
、
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く
支
援

制
度
以
外
の
支
援
は
な
い
。
今
後
の
街
づ
く
り
を
考
え
る

う
え
で
も
、
何
ら
か
の
独
自
支
援
策
を
行
い
、
住
宅
再
建

を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。
県
内

外
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、
同
様
な
認
識
か
ら
独
自
に
各

種
独
自
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
本
市
の
被
災
規
模

は
、
全
壊
戸
数
が
２
万
４
千
戸
以
上
で
あ
り
、
半
壊
、
大

規
模
半
壊
の
世
帯
も
含
め
、
仮
に
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
や
ガ
ケ
地
隣
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業
と
同
等
な
補
助

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
本
市
単
独
で
実
施
可
能
な
額
で
は

到
底
な
い
。

　
　

市
が
被
災
者
の
生
活
支
援
と
し
て
積
立
し
て
い
る
復
興

基
金
は
、
住
宅
再
建
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
や
産

学
振
興
、
福
祉
、
雇
用
等
の
支
援
の
た
め
に
交
付
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
財
政
面
で
の
実
情
等
も
踏
ま
え
、

新
た
な
財
政
支
援
の
必
要
性
を
沿
岸
市
町
と
一
体
と
な
り
、

宮
城
県
に
対
し
要
望
し
た
。

　
　

現
在
、
実
施
可
能
な
支
援
策
の
検
討
と
併
せ
、
県
や
沿

岸
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
に
対
す
る
要
望
活
動
を
展

開
し
、
財
源
の
確
保
と
具
体
的
な
方
策
を
打
ち
出
し
て
い

き
た
い
。
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問　

訓
練
の
た
め
の
訓
練
で
は
な
く
、
実
践
で
活
か
す
べ
く
、

防
災
訓
練
の
成
果
反
省
を
活
か
す
Ｐ
Ｄ
Ｓ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

答　

訓
練
に
際
し
て
、
自
主
防
災
組
織
等
と
個
別
の
協
議
は

行
え
な
か
っ
た
た
め
、
次
回
以
降
の
課
題
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
Ａ
を
回
す
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

た
め
、
東
北
大
学
の
全
面
協
力
を
得
て
、
今
回
の
訓
練
の

検
証
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
職
員
の
暫
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
は
、
秋
口
に
実
施
す
る
職
員
訓
練
の
結
果

を
経
て
確
定
さ
せ
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
内
に
消
防
や

市
の
担
当
課
を
交
え
た
学
校
防
災
推
進
会
議
を
設
置
し
、

防
災
推
進
を
進
め
て
い
く
。

問　

震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

宮
城
県
が
国
に
国
営
祈
念
公
園
を
石
巻
市
に
設
置
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
。
公
園
部
分
だ
け
で
な
く
、
展
示
施

設
も
公
園
の
一
部
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
県
と
連
携

を
図
り
、
国
へ
の
要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

安
倍　

太
郎　
議
員

山
口
荘
一
郎　
議
員

�
橋　

栄
一　
議
員

・
震
災
復
興
計
画
に
つ
い
て

・
防
災
意
識
風
化
防
止
に
つ
い
て

一般質問

住
宅
自
主
再
建
に
独
自
の
支
援
制
度
創
設
は

問
①
防
災
集
団
移
転
区
域
内
と
区
域
外
で
は
、
支
援
制
度
に
格

差
が
あ
る
。
埋
め
る
た
め
に
支
援
策
を
。

②
他
自
治
体
で
は
独
自
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。
復
興
に

繋
ぐ
た
め
、
創
設
を
。

③
女
川
町
で
は
、
町
内
定
住
促
進
支
援
制
度
と
し
て
創
設
し

て
い
る
。
本
市
の
移
住
の
現
状
は
。

④
平
等
な
支
援
と
財
源
確
保
の
た
め
、
第
４
次
交
付
金
申
請

に
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

⑤
最
大
被
災
地
の
市
長
と
し
て
、
県
内
被
災
自
治
体
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
要
望
活
動
を
す
べ
き
で
は
。

①
復
興
基
金
が
あ
る
が
、
住
宅
再
建
支
援
の
財
源
が
足
り
な

い
。
国
・
県
に
強
く
働
き
か
け
る
。

②
被
害
戸
数
が
他
市
と
比
べ
違
い
が
あ
り
、
仙
台
市
同
様
の

支
援
の
場
合
５
５
０
億
円
を
ゆ
う
に
超
え
る
。
現
在
検
討

中
で
あ
る
。

③
実
態
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。
定
住
促
進
の
観
点
か
ら
、

住
宅
再
建
支
援
策
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

④
実
現
に
向
け
、
第
４
次
申
請
と
復
興
特
別
交
付
税
等
を
随

時
申
請
す
る
。

⑤
最
大
被
災
市
と
し
て
本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

国
・
県
へ
要
望
活
動
を
し
て
い
く
。

財
源
確
保
の
た
め
、
要
望
活
動
を
継
続
す
る

答

※
Ｐ
Ｄ
Ｓ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ（
計
画
）
Ｄ
Ｏ（
実
行
）
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ

（
評
価
）
Ａ
Ｃ
Ｔ（
改
善
）
の
４
段
階
を
繰
り
返
す

こ
と
で
継
続
的
な
業
務
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

問　

産
業
の
再
生
と
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

新
た
な
設
備
投
資
や
立
地
企
業
に
対
し
、
市
独
自
の
支

援
制
度
を
拡
充
し
、
税
務
特
例
措
置
の
活
用
に
よ
り
早
期

の
復
旧
・
復
興
を
図
り
た
い
。

問　

針
岡
地
域
の
孤
立
化
解
消
へ
向
け
、
道
路
復
旧
の
今
後

の
見
通
し
は
。

答　

市
道
谷
地
針
岡
線
の
嵩
上
げ
を　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡

1.9

り
早
期
に
実
施
す
る
。
残
り
の
道
路
に
つ
い
て
も
出
来
る

だ
け
早
く
嵩
上
げ
し
て
、
孤
立
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

復
旧
し
た
い
。

問　

針
岡
地
域
の
農
地
復
旧
へ
の
対
応
と
見
通
し
は
。

答　

今
年
度
中
に
富
士
沼
の
淡
水
化
と
除
塩
工
事
を
終
了
さ

せ
、
来
年
度
作
付
け
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

問　

富
士
川
、
皿
貝
川
へ
強
制
排
水
機
場
の
設
置
を
。

答　

住
民
代
表
の
方
々
と
一
緒
に
、
実
現
に
向
け
て
国
や
県

に
積
極
的
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

・
石
巻
市
震
災
復
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

・
大
川
地
区
の
復
興
方
針
に
つ
い
て
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問　

震
災
後
、
歩
道
の
陥
没
や
標
識
の
破
損
に
よ
り
危
険
な

場
所
や
、
町
内
会
が
消
滅
し
、
街
灯
が
消
え
暗
が
り
が
多

い
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
改
善
す
べ
き
。

答　

文
部
科
学
省
、
国
土
交
通
省
、
警
視
庁
の
三
省
庁
連
携

で
通
学
路
の
点
検
を
行
う
。

　
　

震
災
後
は
、
冠
水
対
策
と
歩
道
を
確
保
で
き
な
い
地
域

な
ど
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
や
、
信
号
機
・
横
断
歩

道
の
設
置
を
警
察
に
要
望
し
、
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
今
後
、
学
校
と
保
護
者
で
通
学
路
の
点
検
実
施

要
領
に
従
い
実
施
後
、
三
省
庁
と
連
携
を
図
る
。

問　

震
災
後
、
１
年
が
過
ぎ
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
傾

向
が
あ
り
、
心
の
ケ
ア
は
重
要
課
題
と
考
え
る
が
。

答　

心
の
ケ
ア
は
行
政
が
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
う
つ
病
や
不
安
障
害
を
抱

え
る
方
の
相
談
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
仮
設
住
宅
か
ら

民
間
賃
貸
住
宅
及
び
在
宅
被
災
者
ま
で
拡
充
し
、
健
康
調

査
等
の
フ
ォ
ロ
ー
強
化
を
保
健
師
と
連
携
し
実
施
す
る
。

　
　

今
後
、
住
民
同
志
の
支
え
合
い
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
を
形
成

し
て
い
く
た
め
の
支
援
も
含
め
、
連
携
強
化
を
図
り
、
心

の
ケ
ア
に
取
り
組
む
。

問　

何
を
後
世
に
残
す
か
の
検
討
状
況
は
。

答　

市
民
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
維
持
管
理
費
も
考
え
検

討
し
、
秋
口
ま
で
に
残
す
も
の
を
決
め
る
。

問　

各
総
合
支
所
で
残
す
考
え
の
あ
る
も
の
は
何
か
。

答　

土
木
学
会
で
高
い
評
価
の
あ
る
河
北
・
大
川
地
区
の
釜

谷
水
門
は
検
討
さ
れ
る
。

問　

ジ
オ
パ
ー
ク
も
残
す
方
法
の
一
つ
と
な
る
が
、
そ
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

答　

国
営
祈
念
公
園
に
力
を
入
れ
た
い
。
そ
の
中
で
位
置
づ

け
が
必
要
と
考
え
る
。

問　

検
討
時
間
も
必
要
。
公
共
施
設
の
解
体
を
待
つ
事
は
で

き
な
い
か
。

答　

地
域
が
残
し
た
い
も
の
を
残
す
。
残
す
こ
と
で
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

問　

震
災
で
唯
一
の
道
と
な
っ
た
石
巻
雄
勝
線
の
整
備
に
つ

い
て
考
え
は
。

答　

本
年
度
、　

車
線
を
基
本
に
整
備
着
手
さ
れ
て
い
る
。

1.5

渡
辺　

拓
朗　
議
員

櫻
田　

誠
子　
議
員

堀
川　

禎
則　
議
員

・
震
災
を
後
世
に
伝
え
る
事
に
つ
い
て

・
防
災
集
団
移
転
事
業
及
び

都
市
計
画
に
つ
い
て

・
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問　

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
希
望
の
極
端
な
西
高
東
低
の
改

善
策
と
し
て
、
東
部
地
区
の
公
共
施
設
な
ど
を
示
し
た
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
早
期
に
提
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

答　

現
在
、
被
災
し
た
公
共
施
設
の
調
査
、
今
後
ど
の
よ
う

に
使
う
か
を
再
配
置
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。
な
る

べ
く
早
い
機
会
に
、
市
民
の
皆
様
へ
公
共
施
設
の
配
置
状

況
を
示
し
た
い
。

問　

変
化
す
る
被
災
者
の
住
ま
い
の
再
建
へ
の
希
望
や
ニ
ー

ズ
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
市
街
化
区
域
拡
張
で
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

震
災
復
興
事
業
に
よ
り
、
都
市
構
造
に
大
き
な
変
化
が

生
じ
る
た
め
、
将
来
の
市
街
地
を
見
据
え
た
都
市
計
画
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
適
切
な
時
期

に
隣
接
市
町
や
県
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
市
街
化
区

域
の
適
切
な
見
直
し
を
行
う
。

問　

可
住
地
域
の
住
宅
再
建
へ
の
独
自
支
援
策
を
解
体
世
帯

に
絞
り
込
ん
で
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

区
域
ご
と
の
デ
ー
タ
整
理
を
精
査
し
て
、
ど
う
い
っ
た

と
こ
ろ
に
独
自
支
援
策
を
投
下
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の

か
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

一般質問

・
避
難
路
と
し
て
の
県
道
整
備
に
つ
い
て

・
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
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庄
司　

慈
明　
議
員

後
藤　

兼
位　
議
員

阿
部　

正
敏　
議
員

一般質問
　

地
域
経
済
と
地
域
雇
用
の
復
旧
・
復
興
に
と
っ
て
、
債
務

を
有
す
る
事
業
者
が
、
新
規
の
借
入
れ
を
す
る
際
に
発
生
す

る
二
重
ロ
ー
ン
問
題
の
解
決
は
、
喫
緊
の
課
題
。
相
談
の
窓

口
や
事
業
主
体
は
国
・
県
で
は
あ
る
が
、
市
と
し
て
も
事
業

者
に
対
す
る
広
報
や
国
・
県
、
金
融
機
関
へ
の
要
望
等
に

も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

相
談
件
数
１
１
５
件
の
中
で
、
債
権
買
取
ま
で
解
決
し

た
の
は
２
件
だ
け
の
状
態
。
債
権
買
い
取
り
を
巡
り
、

『
事
業
者
』『
金
融
機
関
』『
復
興
機
構
』
及
び
『
支
援
機

構
』
の
間
で
の
調
整
に
一
定
の
期
間
を
要
し
て
い
る
。
支

援
基
準
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
国
に
要
望
を
強
め
て
い

く
。

　

防
災
集
団
移
転
の
説
明
会
に
お
い
て
、
工
場
用
宅
地
や
農

地
が
対
象
と
な
る
こ
と
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
被
災

し
た
が
、
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
に
該
当
し
な
い
地
域

の
方
々
へ
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
原
因
で
、
災
害

公
営
住
宅
用
地
の
確
保
が
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

制
度
の
緩
和
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
等
、
市
の
職
員
に
対

し
、
的
確
な
情
報
を
素
早
く
伝
え
る
努
力
を
し
た
い
。
市

民
へ
の
広
報
活
動
も
、
早
く
広
く
伝
わ
る
様
、
配
慮
す
る
。

職
場
の
確
保  

― 
事
業
者
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題 
―

問

住
ま
い
の
確
保 

― 
土
地
・
災
害
公
営
住
宅
等 
―

問

問　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
計
画
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

整
備
戸
数
は
石
巻
地
区
３
千
戸
、
河
北　

戸
、
北
上

９０

１
１
０
戸
、
雄
勝
２
５
０
戸
、
牡
鹿
５
５
０
戸
、
合
計
４

千
戸
。
被
災
者
に
早
く
住
宅
を
供
給
し
た
い
。

問　

被
災
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
防
災
集
団
移
転
地
内

「
住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
」
は
。

答　

抵
当
権
の
あ
る
土
地
を
市
は
購
入
で
き
な
い
。
所
有
者

が
ロ
ー
ン
完
済
し
て
、
抵
当
権
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
独
自
支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

問　

災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
に
お
け
る
、
震
災
時
か
ら
の
処

理
業
務
の
推
移
と
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

答　

ガ
レ
キ
処
理
業
務
に
携
わ
っ
た
１
２
４
社
の
う
ち　

社
３０

を
無
作
為
抽
出
し
て
調
査
。
昨
年
４
月
か
ら
６
月
の
報
告

書
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、　

社
で
不
備
が
確
認
さ
れ
た
。

２９

問　

廃
棄
物
処
理
業
務
、
倒
壊
家
屋
・
事
務
所
解
体
撤
去
業

務
の
発
注
金
額
は
。

答　

廃
棄
物
処
理
業
務
は
約
１
１
１
億
円
、
家
屋
等
解
体
業

務
は
約
１
０
３
億
円
で
両
業
務
合
計
は
２
１
４
億
円
で
あ
る
。

・
迅
速
な
復
興
へ
向
け
て
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　

山
下
地
区
に
お
け
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て

答　

清
水
町
１
丁
目
の
Ｊ
Ｒ
線
路
下
を
通
過
す
る
排
水
路
の

改
修
を
近
日
中
に
実
施
。
山
下
地
域
に
お
け
る
雨
水
対
策

の
基
本
設
計
を
年
度
内
に
実
施
し
、
釜
幹
線
用
水
路
を
埋

立
て
し
て
避
難
道
と
し
て
整
備
す
る
。

問　

放
射
能
に
よ
る
風
評
被
害
に
つ
い
て

答　

放
射
能
検
査
体
制
を
強
化
し
、
地
産
地
消
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
地
元
向
け
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

外
向
け
の
事
業
を
展
開
す
る
。

問　

魚
市
場
背
後
地
（
加
工
団
地
）
整
備
に
つ
い
て

答　

年
度
内
に
民
有
地
の
嵩
上
げ
を
終
了
。
平
成　

年
度
か

２５

ら
道
路
等
の
嵩
上
げ
を
実
施
す
る
。
排
水
処
理
公
社
に
つ

い
て
は
、
仮
設
復
旧
に
よ
り
１
日
１
千
ト
ン
ま
で
回
復
し

来
年
度
中
に
完
成
を
目
指
す
。

問　

鎮
守
の
森
の
神
社
再
生
に
つ
い
て

答　

中
越
地
震
に
お
け
る
財
団
か
ら
の
基
金
の
運
用
益
を

使
っ
て
、
神
社
再
生
の
前
例
は
あ
る
が
、
政
教
分
離
の
観

点
か
ら
難
し
い
も
の
の
、
国
、
県
を
通
じ
て
助
成
の
適
用

を
お
願
い
す
る
。
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阿
部　

久
一　
議
員

問　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
事
業
等

も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
ド
ク
タ
ー
カ
ー
事
業
の

内
容
を
伺
う
。

答　

採
算
性
、
継
続
性
、
可
能
性
を
検
討
し
評
価
す
る
。
ド

ク
タ
ー
カ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
７
月
中
頃
か
ら
車
両
に

医
療
検
査
機
器
等
を
掲
載
し
、
仮
設
住
宅
の
訪
問
診
療
を

開
始
す
る
。

問　

河
北
桃
生
線
針
岡
谷
地
方
面
へ
の
交
差
点
付
近
の
道
路

の
拡
幅
と
県
道
石
巻
雄
勝
線
（
真
野
林
道
）
や
船
越
荒
浜

間
、
名
振
船
越
間
の
崖
崩
れ
と
未
舗
装
道
路
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

谷
地
方
面
へ
の
交
差
点
付
近
は
針
岡
方
面
へ
の
道
路
整

備
の
中
で
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
石
巻
雄
勝
線
（
真
野
林

道
）
は
、　

車
線
で
拡
幅
整
備
中
で
あ
る
が
、
冬
期
閉
鎖

1.5

解
消
の
た
め
に
も
ト
ン
ネ
ル
で
結
ぶ
こ
と
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

週
間
文
春
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
市
は
市
民
へ
の
説
明
責

任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
事
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

資
料
等
精
査
事
実
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
説
明

が
不
足
し
て
い
た
事
に
つ
い
て
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

・
復
興
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

・
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

・
疑
惑
の
瓦
礫
処
理
業
務
委
託
事
件
に
つ
い
て

一般質問

本会議や委員会は、どなたでも自由に傍聴することができます。

市議会議員の活動、市政を知るために、ぜひ傍聴してみませんか？

本会議の一般傍聴席の定員は40席、委員会は10席です。

会議当日、傍聴受付で住所、氏名を記入し、傍聴券の交付を受けてください。

傍聴券は先着順で交付いたします。　

（※議長及び委員長が必要と認めた時は定員を超えて傍聴させる場合があります。）

お 知 ら せ
　３月１１日に発生した東日本大震災に

より、本庁舎６階にありました議会棟

は天井等が崩落し、現在使用不可能な

状態となっております。本会議や委員

会の開催にあたっては、当面の間、本

庁舎５階の市民活動ルームを仮議場等

として開催しております。また、これ

まで実施しておりま

した議会中継につい

ても、カメラ等の放

送設備が破損したた

め、現在は、中継の

実施が不可能な状態

にありますので御了

承ください。

議会を傍聴してみませんか？

★ 傍聴時の注意事項
・議場における言論に対して拍手、その他の方法によ

り公然と可否を表明しないこと。

・談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎ立てないこと。

・はち巻、コート、マフラーの類を着用しないこと。

・携帯電話等の電源を切ること。

・飲食又は喫煙をしないこと。

・みだりに席を離れ、又は不体裁な行為をしないこと。

・議場の秩序を乱し、議事の妨害となるような行為を

しないこと。

・写真、映画、ビデオ等を撮影し、または録音、パソ

コン操作等をしないこと。

・係員の指示に従うこと。

※上記の事項を守れない方は、退場していただく場合

があります。一度退場させられた方は、その日の会

議終了まで再入場することはできません。


